
 

囲碁は国技     八碁連相談役 吉澤 實 

 

本棋院は「囲碁は国技」と定款に盛り込んだ

ことを、令和２年 10 月 20 日に発表しまし

た。定款第 2章第 3条に「この法人は我が国

の国技であり伝統文化である棋道の継承発展及び内外への

普及振興を図るとともに、棋士の健全な育成を行い 、囲碁

を通して文化の向上に資することを目的とする。」と記され

ています。 

 来年開催が予定されている東京オリンピックの関連イベ

ントへの参加を日本棋院は予定しており、この機に囲碁を国

内外に大きくアピ－ルして、より多くの人に認知してもらう

ことを目指しているとのことです。 

 1400 年の伝統文化である囲碁が、改めて国技であると発

表した背景には囲碁愛好者がなかなか増加の傾向がみられ

ない状況があるにせよ、小林覚理事長をはじめとする関係者

の並々ならぬ決意と心意気を感じています。 

 囲碁には国技としての風格があります。女性と男性が同じ

日 



条件で戦い男性に勝てる競技です。プロ棋士の試合でも女性

が、男性に勝ってもニュ－スにならない時代になりました。

NHK 杯や竜星戦では女性の活躍をテレビ番組で楽しむこと

ができます。八碁連でも、知念かおり、甲田明子女流棋士に、

多くの会員が指導を受けていて飛躍的に棋力が伸びている

のは周知の事実です。 

コロナ禍の中で囲碁の素晴らしさを改めて感じるのは、

「呼びかけの碁」というインターネットでは会員同士がいつ

でも対局できることです。クリックミスがたまにおきますが、

これもご愛敬です。八碁連が主催しているオンライン囲碁講

座もKiinEditor（棋譜再生編集ソフト）等を使用して双方向

で会話したり質問したりできる優れものです。これらの活動

を通して囲碁を国技と定めたことを会員の皆さんとともに

多くの方々に知らせていきたいものです。 

 

            (令和２年 11月 10日) 


